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湯崎温泉の風景



①疝気湯と穴ノ湯（あわ湯）の位置関係が逆になっています

②明治 40 年代の薬王林です

⑤茅葺き家屋が姿を消しています

④ブロック塀の切れ目から撮影しました

③土塀がブロック塀に替わっています
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風
景
の
歴
史
⑪

 
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔

  
　
　
　

｜

風
景
の
移
り
変
わ
り

｜

【
湯
崎
温
泉
の
風
景
】

  

白
浜
温
泉
は
、
道
後
温
泉
・
有
馬
温
泉
と
と

も
に
日
本
三
古
湯
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
ま

す
。
白
浜
温
泉
の
な
か
で
も
最
も
古
く
か
ら
知

ら
れ
た
の
が
湯
崎
温
泉
で
す
。
日
本
書
紀
に

「
牟む

婁ろ

温の

湯ゆ

」「
紀き

温の

湯ゆ

」
と
あ
る
の
は
湯
崎
温

泉
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
湯
崎
地
区
の
江
戸
期

の
村
名
は
鉛か

な

山や
ま

村
で
す
。
鉛
山
は
も
と
は
瀬
戸

村
の
湯
之
谷
と
い
う
小
名
で
し
た
。
戦
国
時
代

末
期
、
鉛
鉱
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
採
掘
夫
が
多

く
来
住
し
ま
し
た
が
、
江
戸
初
期
に
は
衰
微
し

た
模
様
で
す
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
瀬
戸
村
の

項
に
は
「
正
保
年
間
温
泉
の
あ
る
所
海
浜
数
町

の
間
に
家
居
充
満
す
る
を
以
て
別
に
一
村
と
な

し
鉛
山
村
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て
、
採
掘
工
が
当

地
を
去
っ
て
か
ら
、
残
っ
た
人
々
と
新
た
に
移

住
し
た
人
々
で
形
成
さ
れ
た
集
落
が
一
六
四
四

〜
四
八
年
に
か
け
て
、
瀬
戸
村
か
ら
分
村
独
立

し
ま
し
た
。
同
じ
く
鉛
山
村
の
項
に
は
「
凡
四

方
温
泉
あ
る
所
多
く
山
渓
幽
僻
の
地
な
る
に
此

地
は
海
浜
に
あ
り
て
風
景
絶
勝
な
れ
は
四
方
の

浴
客
日
に
集
り
歳
に
増
し
て
今
は
村
中
六
十
余

戸
皆
浴
客
の
旅
舎
と
な
り
飲
食
玩
好
歌
舞
の
類

に
至
る
ま
て
都
会
の
地
に
羞
さ
る
様
に
な
れ

り
」
と
あ
っ
て
、
旅
客
を
呼
び
込
み
や
す
い
立

地
条
件
と
海
岸
の
風
光
・
温
泉
が
相
俟
っ
て
栄

え
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。『
紀
伊

続
風
土
記
』
は
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）

成
立
で
す
の
で
、
江
戸
末
期
の
鉛
山
村
の
旅
舎

で
は
食
べ
物
・
好
み
・
歌
舞
な
ど
都
会
の
風
が

持
ち
込
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
頃
は

和
歌
山
城
下
付
近
や
有
田
、
日
高
、
淡
路
、
阿

波
及
び
土
佐
方
面
か
ら
の
湯
治
客
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
旅
客
を
運
ん
で
き
た
船
を
海
岸
に
揚

げ
、
並
ん
で
い
る
光
景
が
鉛
山
の
風
物
で
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
江
戸
期
に
は
①
の
絵
図
に
示

さ
れ
て
い
る
元
の
湯
・
屋
形
湯
・
浜
の
湯
・
崎

の
湯
・
摩ま

撫ぶ

湯（
鉱
湯
）の
五
湯
が
有
名
で
し
た
。



⑥疝気湯を柳屋前付近から撮影しています

⑦細い道路が崎の湯まで続いています

⑨薬王林には樹勢が衰えたクスの木がみえます

⑧花崗岩の碑が並んでいます
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3

こ
の
う
ち
「
元
ノ
湯
崎
ノ
湯
二
ツ
は
古
の
湯
壺

と
見
江
自
然
の
岩
穴
な
り
屋
形
浜
摩ま

舞ぶ

の
三
ツ

は
人
作
に
て
湯
壺
を
な
す
も
の
な
り
」（『
紀
伊

続
風
土
記
』）と
あ
り
ま
す
。明
治
期
に
な
る
と
、

五
湯
に
あ
わ
湯
と
疝せ

ん

気き

湯
を
加
え
、
湯
崎
七
湯

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
鉛
山
村
と
瀬
戸
村
は
明
治

六
年
に
合
併
し
て
瀬
戸
鉛
山
村
と
な
り
ま
す
。

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
紀
州
航
路
が
開

設
さ
れ
る
と
大
阪
方
面
か
ら
大
勢
の
浴
客
が
湯

崎
温
泉
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
紀
伊
毎

日
新
聞
に
よ
る
と
明
治
三
一
年
中
の
浴
客
数
は

三
万
二
千
七
百
二
十
一
人
で
、
そ
の
う
ち
県
外

客
は
一
万
四
千
四
百
三
十
三
人
で
し
た
。
こ
の

頃
の
宿
泊
客
は
入
浴
料
込
み
の
宿
代
を
旅
館
に

支
払
う
と
何
度
で
も
温
泉
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
田
辺
市
の
池
田
写
真
館
が
明

治
四
〇
年
前
後
に
発
行
し
た
と
み
ら
れ
る
絵
葉

書
写
真
で
す
。
撮
影
は
も
う
少
し
古
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
回
御
紹
介
し
た
湯
崎
地
区
の
写

真
で
は
最
古
の
も
の
で
す
。
写
真
ほ
ぼ
中
央
、

海
岸
に
突
き
出
た
建
物
は
浜
の
湯
で
す
。
そ
の

背
後
の
茅
葺
き
家
屋
は
淡
路
屋
旅
館
で
す
。
淡

路
屋
の
上
に
位
置
す
る
二
階
建
て
は
菊
屋
で

す
。
現
在
も
同
地
で
き
く
や
旅
館
と
し
て
営
業

し
て
い
ま
す
。
旅
館
関
係
者
の
方
に
よ
る
と
、

も
と
は
海
岸
近
く
に
地
所
を
構
え
て
い
ま
し
た

が
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
〇
月
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
同
時
に
発
生
し
た

と
さ
れ
る
宝
永
地
震
の
津
波
で
被
害
を
受
け
た

た
め
、
現
在
地
の
高
所
に
移
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
上
に
堂
宇
が
見
え
て
い
る
の
は
薬
師
堂

で
、
周
辺
の
林
は
薬
王
林
と
い
い
ま
す
。
②
は

明
治
末
期
頃
の
薬
王
林
で
す
。『
西
国
三
十
三

所
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
る
薬
師
堂
は
こ

の
位
置
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
。
石
段
を
あ
が
っ

た
と
こ
ろ
、
土
塀
の
切
れ
目
が
境
内
の
入
り
口

で
す
。
③
の
現
況
は
周
辺
が
住
宅
地
と
な
り
、

水
田
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。幕
末
期
か
ら
存
続
し
て
い
た
薬
王
堂
は
、

昭
和
二
五
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
倒
壊
し
、
翌

年
再
建
さ
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。
④
の
場
所
は

湯
崎
館
の
西
側
通
路
を
上
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
途
中
に
屋
形
湯
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
に
戻
る
と
、
淡
路
屋
か
ら
少
し

右
手
の
海
岸
部
に
簡
素
な
屋
根
が
み
え
る
の
は

元
の
湯
或
い
は
疝
気
湯
と
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
右
手
に
は
柳
屋
（
現
在
も
営
業
）、
栖
原
屋

と
続
き
ま
す
。
海
岸
線
に
立
ち
並
ぶ
家
屋
を
守

る
の
は
波
除
け
の
石
垣
だ
け
で
す
の
で
、
風
波

の
影
響
を
強
く
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
明
治
三
二
年
七
月
一
一
日
付
け
紀
伊
毎

日
新
聞
に
は
、
有
田
屋
旅
館
の
宿
泊
客
が
屋
形

湯
に
行
こ
う
と
し
て
海
岸
道
を
歩
い
て
い
て
、

疝
気
湯
と
あ
わ
湯
の
間
で
大
波
に
さ
ら
わ
れ
た

記
事
が
み
え
ま
す
。
な
お
、
有
田
屋
は
当
時
の

湯
崎
温
泉
で
は
最
大
手
の
旅
館
で
、
写
真
で
は

左
端
に
み
え
る
二
階
建
て
で
す
。

　
⑤
は
明
治
末
〜
大
正
ご
く
初
期
で
す
が
、
電

柱
ら
し
き
も
の
が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
淡
路
屋

が
改
築
さ
れ
、
元
の
湯
・
疝
気
湯
と
み
ら
れ
る

場
所
に
は
湯
屋
が
で
き
て
い
ま
す
。
⑥
は
明
治

末
〜
大
正
中
期
に
か
け
て
の
も
の
で
す
。
疝
気

湯
の
湯
屋
の
脇
を
人
々
が
歩
い
て
い
ま
す
。
そ

の
横
に
置
か
れ
て
い
る
樽
は
温
泉
を
輸
送
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
鉱
泉
の
出
荷
は
江
戸
期
か

ら
泉
州
堺
の
風
呂
屋
に
向
け
て
行
わ
れ
て
い

て
、
こ
の
当
時
は
神
戸
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
鉱
泉
は
屋
形
湯
の
余
り
湯
と
あ
わ
湯

か
ら
汲
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。
疝
気
湯
の
横
に

樽
を
置
い
て
い
る
の
は
、
前
面
の
岩
場
が
船
積

み
に
都
合
が
良
い
た
め
で
す
。『
白
浜
町
史
』

に
は
「
長
い
あ
ゆ
み
板
を
架
け
て
大
勢
の
人
が

桶
に
汲
み
と
り
、
背
負
っ
て
運
び
込
み
、
船
艙

の
タ
ン
ク
が
一
杯
に
な
る
と
甲
板
に
鉱
泉
を
樽

詰
め
に
し
て
積
み
込
む
」「
船
は
神
戸
市
兵
庫

区
南
逆
瀬
川
町
の
新
川
に
着
き
、
船
艙
の
タ
ン



⑩鉛山湾一帯の風景です。「高シマ」は円月島です

⑫内湯旅館であることを強調しています ⑪浜に注ぎ込んでいるのは寺谷川です
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ク
の
鉱
泉
は
四
斗
樽
に
汲
み
と
っ
て
荷
車
で
各

風
呂
屋
に
運
ば
れ
た
。
大
正
八
年（
一
九
一
九
）

か
九
年
ご
ろ
の
鉱
泉
取
引
値
段
は
、
四
斗
樽
一

丁
で
約
七
十
銭
。」
と
あ
り
ま
す
。
⑦
は
大
正

中
期
頃
の
疝
気
湯
で
す
。
屋
形
の
湯
の
下
、
道

の
そ
ば
に
あ
っ
た
あ
わ
湯
は
こ
の
建
物
に
か
く

れ
て
見
え
な
い
よ
う
で
す
。
写
真
ほ
ぼ
中
央
、

石
段
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
柳
屋
旅
館
の
敷
地

で
、
そ
の
先
が
栖
原
屋
旅
館
で
す
。
写
真
で
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
崎
の
湯
は
さ
ら
に
そ
の
奥
で

す
。疝
気
湯
の
隣
が
元
の
湯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
は
こ
の
二
湯
の
跡
地
を
示
す
石
碑
で
、
湯
崎

館
と
ホ
テ
ル
マ
ー
キ
ー
ズ
の
間
、
き
く
や
旅
館

へ
の
通
路
に
あ
り
ま
す
。
⑨
は
概
ね
大
正
中
期

頃
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
改
築
後
と
思
わ
れ
る
屋

形
湯
の
湯
屋
（
矢
印
）
が
み
え
ま
す
。
江
戸
期

以
来
、
湯
崎
温
泉
に
は
内
湯
を
備
え
た
旅
館
は

な
く
、
浴
客
は
外
湯
を
め
ぐ
る
の
ん
び
り
と
し

た
湯
治
場
で
し
た
が
、
や
が
て
こ
の
よ
う
な
状

況
を
一
変
さ
せ
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
大

正
八
年
に
白
良
浜
一
帯
で
は
じ
ま
っ
た
観
光
資

本
に
よ
る
白
浜
温
泉
の
開
発
で
す
。
⑩
は
『
和

歌
山
県
鉱
泉
一
覧
』（
明
治
一
一
年
和
歌
山
県

衛
生
係
出
版
）
所
収
の
挿
絵
に
地
点
名
を
書
き

加
え
た
も
の
で
す
。
瀬
戸
鉛
山
村
の
う
ち
、
温

泉
場
を
中
心
に
描
い
た
銅
版
画
で
す
。
こ
の
当

時
、
集
落
を
形
成
し
て
い
る
の
は
瀬
戸
地
区
と

温
泉
が
あ
る
湯
崎
地
区
だ
け
で
す
。
⑪
は
白
良

浜
か
ら
南
向
き
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
大
正
末

頃
の
光
景
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
と
ち
が
っ

て
海
岸
の
背
後
ま
で
砂
丘
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
山
林
や
田
畑
の
み
で
、
人
家

の
な
い
白
良
浜
一
帯
八
万
坪
を
買
収
し
、
観
光

地
開
発
に
乗
り
出
し
た
の
が
白
良
浜
土
地
建
物

株
式
会
社
（
大
正
八
年
設
立
）
で
し
た
。
同
社



⑬昭和 6・7 年頃の湯崎温泉

⑭現在の湯崎温泉

写真　借家手形の本文及び封紙

は
ま
ず
温
泉
の
掘
削
を
手
が
け
、
大
正
一
一
年

九
月
二
四
日
に
は
白
浜
館
を
開
業
し
ま
す
。『
白

浜
町
史
』
に
よ
る
と
「
こ
の
白
浜
館
は
木
造
瓦

葺
二
階
建
て
、
平
屋
と
り
ま
ぜ
二
七
〇
坪
ば
か

り
で
、
緑
の
タ
イ
ル
張
り
の
浴
槽
に
は
、
海
中

温
泉
の
銀
沙
湯
か
ら
引
い
た
温
泉
が
と
う
と
う

と
あ
ふ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
新
白
浜
温
泉
の
実

質
上
の
誕
生
」
で
し
た
。
⑫
は
開
業
間
も
な
い

頃
の
白
浜
館
で
す
。
標
柱
に
は
「
白
良
浜
土
地

建
物
株
式
会
社
経
営
地
」
と
あ
り
ま
す
。
同
社

は
大
正
一
二
年
七
月
二
一
日
紀
勢
自
動
車
㈱
と

合
併
し
て
白
浜
温
泉
自
動
車
㈱
と
名
称
変
更
し

ま
す
の
で
、
こ
の
写
真
は
開
業
か
ら
一
年
足

ら
ず
の
間
に
撮
影
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
内
湯
旅
館
」
と
あ
り
、
こ

の
界
隈
で
は
初
の
内
湯
を
備
え
た
旅
館
で
し

た
。
前
後
し
ま
す
が
、
⑪
に
見
え
る
建
物
（
矢

印
）
は
、
公
衆
浴
場
「
不
老
湯
」
と
貸
し
切
り

家
族
湯
「
岩
間
湯
」
で
い
ず
れ
も
白
良
浜
土
地

建
物
㈱
が
建
設
し
、
白
浜
館
開
業
直
前
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
な
る
と
老
舗
の
湯
崎
温
泉
の
各
旅
館
も

黙
っ
て
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
大

正
一
三
年
に
は
湯
崎
最
大
手
の
有
田
屋
が
敷
地

内
で
温
泉
の
掘
削
に
成
功
し
ま
し
た
。
他
の
旅

館
も
き
そ
っ
て
温
泉
を
掘
り
、
昭
和
二
年
頃
に

は
、
有
田
屋
、
淡
路
屋
、
川
口
屋
、
栖
原
屋
、

酒
井
屋
が
独
自
の
泉
源
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
泉
源
を
持
た
な
い
旅
館
は
他
館

か
ら
の
供
給
を
受
け
た
り
、
昭
和
二
年
八
月

一
五
日
に
開
業
し
た
稲
荷
湯
（
⑬
の
矢
印
）
か

ら
の
配
湯
で
内
湯
を
備
え
て
行
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
湯
崎
七
湯
に
代
表
さ
れ
る
自
然
湧
出
の

温
泉
が
売
り
物
で
あ
っ
た
湯
治
場
の
歴
史
に
ひ

と
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
以
上
は
『
白
浜
町
史
』『
白
浜
温
泉
史
』
等

を
参
考
に
し
ま
し
た
。）            

（
溝
端
佳
則
）
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「
借
家
手
形
一
札
之
事
」を
め
ぐ
っ
て

　
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
史
料
群
の
中
に
紀

の
川
市
名
手
市
場
の「
堀
家
文
書
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
史
料
群
の
中
に
「
借
家
手
形
一
札
之
事

（
ツ

－

九
二
）」
と
題
す
る
封
紙
入
の
状
形
態
の

古
文
書
が
あ
り
ま
す
。
封
紙
に
は

　
　
　

手
形
入　
　
　

古
書
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
兵
衛

と
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

      　

借
家
手
形
一
札
之
事

   

一
其
元
様
借
家
か
り
受
申
処
実
正
也

　
　

然
上
者
私
か
り
受
申
ニ
付
而
ハ
た
と
へ

　
　

何
れ
之
人
々
住
居
為
致
候
而
も
家

　
　
賃
并
善
悪
共
引
受
其
元
様
へ
少
も

　
　
難
儀
相
懸
申
間
敷
候
依
之
為
念

　
　
引
受
手
形
差
入
如
件

       

文
化
十
五
年     

借
り
主

             

寅
四
月       

佐
兵
衛
（
丸
印
）

                

源
右
衛
門
殿

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
堀
源
右
衛
門
は
文
化
十
五

年
（
一
八
一
八
）
当
時
は
借
家
経
営
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
借
家
が
ど
こ
に
存
在
し
た
の
か
が
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
こ
の
手
形
を
意
訳
す
る
と
、

　
貴
方
様
の
お
持
ち
の
借
家
を
お
借
り
し
た
以

上
、
誰
を
住
ま
わ
せ
た
と
し
て
も
家
賃
や
悪
事

な
ど
で
貴
方
様
に
は
一
切
ご
迷
惑
は
お
懸
け
致

し
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
古
書
屋
佐
兵
衛
は
、
こ
の
借
家
に
店

を
構
え
る
た
め
に
借
り
た
の
で
あ
っ
て
、
誰
か

に
又
貸
し
す
る
こ
と
は
考
え
て
は
い
な
か
っ
た

と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
手
形
は
、
他
の
多
く
の
手
形
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
定
形
句
を
使
用
し
て
い
る
と  

考
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
と
に
か
く
、
詳
し
い
場
所
ま
で
は
不
明
で
す

が
、
名
手
市
場
村
の
付
近
に
「
古
書
屋
」
が
存

在
し
た
と
い
う
風
に
考
え
て
差
し
支
え
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
事
で
、
近
世
紀
州
の
書
商
の
分
布

地
図
を
塗
り
変
え
る
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
須
山
高
明
）



『
紀
州
漁
業
絵
巻
写
』
に
み
る
漁ぎ

ょ

撈ろ

う

活か

つ

動ど

う

写真1　ボケ網

写真 2　ハマチ網
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　『
紀
州
漁
業
絵
巻
写
』
と
は

　
当
館
所
蔵
の
県
史
編
さ
ん
班
移
管
資
料
中
の

資
料
番
号
一
〇
番
に
『
紀
州
漁
業
絵
巻
写
』
と

題
さ
れ
た
絵
巻
物
が
あ
り
ま
す
。
当
資
料
は
、

紀
州
で
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
漁
法
を
色
彩
豊
か

に
描
い
た
絵
と
と
も
に
、
漁
具
、
特
に
網
等
の

細
部
を
図
面
化
し
、
そ
れ
ら
漁
具
、
漁
法
の
解

説
を
付
し
た
、
竪
二
八
セ
ン
チ
・
横
二
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
楮
紙
で
作
ら
れ
た
非
常
に
長
い
絵

巻
物
で
す
。

　
当
資
料
の
原
本
は
、
上
下
二
巻
の
も
の
で
す

が
、
当
館
に
は
上
巻
の
写
し
の
み
が
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
資
料
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た「
凡

例
」
に
は
、「
本
書
編
纂
ハ
博
覧
会
出
品
奨
［
　

　
］
ヲ
以
テ
実
業
者
ニ
就
キ
聞
キ
得
タ
ル
所
ヲ

記
（
後
略
）」
と
あ
り
、
当
時
、
現
地
で
実
業

者
に
聞
取
り
調
査
を
実
施
し
た
旨
が
記
さ
れ
て

お
り
、
博
覧
会
に
出
展
す
る
為
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
当
資
料

に
は
何
時
の
、
ど
の
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
の

か
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当

資
料
に
描
か
れ
た
人
々
の
服
装
や
漁
法
、
漁
具

の
形
態
な
ど
の
内
容
か
ら
、
古
く
て
も
明
治
初

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
制
作
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
昭
和
七
年
に
発
行
さ
れ
た
当
資
料
の
謄
写

版
『
紀
州
漁
業
図
説
』
に
は
、「
原
本
完
成
の

年
時
不
詳
な
れ
共
明
治
中
年
頃
な
ら
む
と
思
惟

す
」
と
あ
り
、
恐
ら
く
明
治
中
期
に
行
わ
れ
た

内
国
博
覧
会
及
び
水
産
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
内
国
博
覧
会
と
水
産
博
覧
会

　『
日
本
博
覧
会
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
に
政
府
主
催
の
第
一
回
内
国
勧

業
博
覧
会
が
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
一
国
産
業
の
奨
励
、
一

般
事
業
の
促
進
、
学
術
の
振
興
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、国
家
の
富
強
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。

出
展
品
は
自
然
物
か
ら
産
業
物
、
文
化
財
に
至

る
幅
広
い
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
業
者
が
出
展

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
、
水
産
業
を
主
体
と

す
る
展
示
品
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
内
国
博
覧
会
で
は
、
展
示
品
に
よ
っ
て
展

示
施
設
を
分
け
て
お
り
、
初
め
て
水
産
業
を
主

体
に
展
示
す
る
水
産
館
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
東
京
上
野
で
開

催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
時
か
ら

で
す
。
し
か
し
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
の

大
坂
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
を
最
後
に

政
府
主
催
の
博
覧
会
は
地
方
主
催
に
移
り
ま
し

た
。

　
水
産
博
覧
会
は
、『
大
日
本
水
産
会
百
年
史
』

に
よ
れ
ば
、
農
商
務
省
の
水
産
課
が
主
催
で
行

い
、
旧
来
の
優
れ
た
漁
撈
技
術
を
漁
業
実
業
者

が
出
展
し
、
全
国
的
に
普
及
し
よ
う
と
す
る
目

的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
は
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
の
東
京
上
野
で
の
開
催
で
あ
り
、

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
神
戸
で
行
わ
れ

た
第
二
回
水
産
博
覧
会
は
、『
農
林
水
産
省
百

年
史
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
の
規
模
を
大
き
く

上
回
り
、
沖
合
い
操
業
で
の
漁
網
や
漁
船
の
出

品
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま

た
同
書
に
は
、
明
治
三
〇
年
当
時
、
漁
獲
物
需

要
の
増
加
に
伴
い
、
そ
れ
を
供
給
す
る
た
め
の

新
式
の
漁
網
を
使
用
す
る
必
要
性
が
強
ま
っ
た

こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
当
資
料
も
全
て
網
を
使
用
し
た
漁
法
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
第
二

回
水
産
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
資
料
が
乏
し
い
た
め
、

そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　　『
紀
州
漁
業
絵
巻
写
』
に
み
る
漁
法

　
さ
て
、
当
資
料
の
内
容
は
、
一
号
か
ら
九
号

ま
で
の
九
種
類
に
及
ぶ
漁
法
や
網
等
の
漁
具
を

紹
介
し
て
お
り
、
そ
れ
は
以
下
の
も
の
で
す
。

　　

第
一
号　

ボ
ケ
網　

　
　

第
二
号　

竪
網
又
は
掛
網　
　
　
　
　

　
　

第
三
号　

ハ
マ
チ
網

　
　

第
四
号　

縛
網　

　
　

第
五
号　

枡
網　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
六
号　

中
高
、
ア
ン
グ
リ

　
　

第
七
号　

鰡
漁
敷
網　
　
　

　
　

第
八
号　

ゴ
ツ
ソ
リ
網
又
は
ヅ
ル
網　

　
　

第
九
号　

ワ
ラ
網

　
こ
れ
ら
九
種
類
の
網
を
使

用
し
た
漁
は
、
和
歌
山
県
内

の
ど
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い

た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
独
自
性
を
持
っ
た
漁

法
等
は
、
現
在
で
も
行
わ
れ

て
お
り
、
第
一
号
の
ボ
ケ
網

は
、
南
紀
地
方
で
広
く
行
わ

れ
た
漁
火
（
イ
ザ
リ
ビ
）
漁

で
、
現
在
も
広
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。（
写
真
１
）

　
第
三
号
の
ハ
マ
チ
網
は
、
漁
具
の
形
態
か
ら

網
を
引
き
揚
げ
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
ロ
ク
ロ

を
用
い
た
地
引
網
で
あ
り
、
中
紀
で
よ
く
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
２
）

　
以
上
、
二
点
の
紹
介
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、

当
資
料
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
漁
法
の
中
に
は
、

現
在
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
当

資
料
に
描
か
れ
た
漁
撈
活
動
の
様
子
や
詳
細
に

記
さ
れ
た
漁
具
の
図
面
や
解
説
は
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
裏
　
直
記
）



平
成
二
一
年
度 

歴
史
講
座

平
成
二
一
年
度 

田
辺
市
古
文
書
講
座

刊
行
物

資
料
保
存
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今
年
度
の
歴
史
講
座
は
、「
小
梅
日
記
及
び

雑
記
に
み
ら
れ
る
幕
末
の
紀
州
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
き
の
く
に
志
学
館
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
・

ホ
ー
ル
及
び
講
義
・
研
修
室
で
三
回
の
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
一
四
四
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
三
回
の
出

席
者
総
数
は
延
べ
二
七
六
名
で
し
た
。
各
回
と

も
、
当
館
の
須
山
高
明
主
幹
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　
講
座
の
第
一
回
で
は
、
小
梅
日
記
の
嘉
永
六

年
に
見
え
る
政
変
の
処
分
者
と
南
紀
徳
川
史
に

見
え
る
同
時
期
の
処
分
者
を
比
較
検
討
し
、
第

二
回
で
は
「
雑
記
」
に
残
さ
れ
た
処
分
者
た
ち

に
対
す
る
戯ざ

れ
歌う

た

を
、
第
三
回
で
は
嘉
永
七
年

十
一
月
の
東
南
海
地
震
を
小
梅
が
記
録
し
て
い

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
一
回 

九
月
二
六
日(

土) 

午
後
一
時
三
十
分
〜 

テ
ー
マ
　「
治
宝
の
死
と
嘉
永
の
政
変
」

第
二
回 

十
月
　
三
日(

土) 

午
後
一
時
三
十
分
〜

テ
ー
マ
　「
ち
ょ
ぼ
く
れ
と
戯
れ
歌
」

第
三
回 

十
月
一
七
日(

土) 

午
後
一
時
三
十
分
〜

テ
ー
マ
　「
小
梅
は
嘉
永
七
年
十
一
月
の
東
南

海
地
震
を
記
録
し
て
い
た
。」

◎
歴
史
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
な
い
の
に
、
政
変
を
材

料
に
民
が
噂
や
歌
で
情
報
を
面
白
お
か
し
く

拡
げ
た
様
子
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

・
地
震
の
直
後
に
煮
炊
き
を
心
配
す
る
と
こ
ろ

が
主
婦
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

・
連
日
、
数
多
く
の
人
が
講
座
を
受
け
に
来
て

い
る
の
を
見
て
、
郷
土
の
歴
史
へ
の
興
味
の

大
き
さ
を
感
じ
る
。

・
現
在
、
我
々
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
東
南
海

地
震
。
幕
末
の
人
々
の
様
子
が
想
像
で
き
、

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

・
和
歌
山
で
生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
知
ら
な
か
っ

た
事
が
多
く
、
先
人
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

・
是
非
、
小
梅
日
記
で
第
二
回
目
の
歴
史
講
座

を
開
講
し
て
下
さ
い
。（
複
数
回
答
あ
り
）

　
今
年
度
の
田
辺
市
古
文
書
講
座
は
、「
家
財

道
具
封
印
一
件
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
和
歌
山

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
で
三

回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
者
は
二
四
名
で
、
三
回
の
出
席
者

総
数
は
延
べ
五
三
名
で
し
た
。
各
回
と
も
、
当

館
の
遊
佐
教
寛
研
究
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
各
回
の
講
座
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
回 

十
一
月
十
四
日(

土) 

午
後
一
時
三
十
分
〜

テ
ー
マ
　「
家
財
道
具
附
け
立
て
帳
」 

第
二
回 

十
一
月
十
五
日(

日) 

午
前
十
時
〜 

テ
ー
マ
　「
丸ま

る

印
じ
る
し

三み

株か
ぶ

封ふ
う

印い
ん

」

第
三
回 

十
一
月
一
五
日(

日) 

午
後
一
時
〜  

テ
ー
マ
　「
難
渋
に
付
き
妻
子
養
育
出
来
難
く
」

◎
田
辺
市
古
文
書
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

・
テ
キ
ス
ト
の
内
容
が
金
銭
貸
借
だ
っ
た
の
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
実
物
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

・
初
め
て
江
戸
時
代
の
大
庄
屋
文
書
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
異
体
字
、
旧
字
を
勉

強
し
よ
う
と
目
標

が
で
き
ま
し
た
。

・
江
戸
時
代
の
暮
ら
し

の
一
面
が
わ
か
っ

て
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

　  

○
文
書
館
紀
要

　
自
家
の
由
緒
立
て
を
す
る
た
め
に
多
く
の
感

状
・
証
文
類
を
作
り
出
し
た
宇
佐
美
定
祐
は
、

何
を
元
に
し
て
そ
れ
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
の

か
を
解
き
明
か
し
た
「
宇
佐
美
定
祐
は
古
活
字

版
『
吾
妻
鏡
』
を
引
き
写
し
た 

」（
遊
佐
教
寛
）、

治
宝
の
死
去
に
際
し
て
処
分
さ
れ
た
治
宝
公
附

属
家
臣
団
の
実
態
を
初
め
て
紹
介
す
る
「
史
料

紹
介
『
被
仰
渡
帳
』
か
ら
「
舜
恭
院
様
御
附
属

御
片
付
」に
つ
い
て
」（
松
島
由
佳
）、崎
山
本「
和

歌
名
所
記
」
の
成
立
年
の
比
定
を
試
み
、
そ
の

歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
「『
和

歌
名
所
記
』の
成
立
と
そ
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
」

（
須
山
高
明
）
の
、
二
つ
の
論
考
と
一
つ
の
史

料
紹
介
を
収
載
し
た
紀
要
第
一
四
号
を
発
行

　  

○
収
蔵
史
料
目
録

　
県
下
で
も
早
く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
、

『
那
賀
町
史
料
』

や
『
那
賀
町
史
』

で
も
一
部
が
既

に
翻
刻
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
紀

の
川
市
名
手
市

場
の
堀
家
に
伝

わ
っ
た
市
場
村

御
蔵
庄
屋
・
庄

屋
、
警
察
業
務

を
行
っ
た
胡う

乱ろ
ん

者も
の

改
あ
ら
た
め、
流
木
取
締
方
、
紀
ノ
川

の
渡
し
船
を
運
営
し
た
官か

ん

頭と
う

座ざ

、
名
手
八
幡
神

社
の
宮
座
、
堀
家
の
家
政
に
関
す
る
も
の
な

ど
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
三
）
か
ら
昭

和
二
〇
年
代
ま
で
の
文
書
を
分
類 

・
整
理
し
た

目
録
で
、
中
に
は
堀
正
寿
氏
が
法
政
大
学
の
前

身
で
あ
る
和
仏
法
律
学
校
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

か
ら
受
け
た
講
義
の
記
録
一
六
点
が
含
ま
れ
る

ほ
か
、
錦
絵
や
商
店
の
引
き
札
な
ど
も
含
む
約

三
九
〇
〇
点
を
収
録
し
た
「
紀
の
川
市
名
手
市

場
　
堀
家
文
書
目
録
」
を
『
収
蔵
史
料
目
録
九
』

と
し
て
発
行

　  

○
資
料
保
存
関
係

　
一
　
二
〇
年
・
二
一
年
度
末
ま
で
の
寄
贈
資

　
　
料
等
の
燻
蒸
処
理
を
実
施

　
二
　「
惣
帳
古
張
紙
」
の
修
復
処
理
を
実
施

　
三
　
貴
重
な
史
料
を
傷
ま
せ
ず
、
利
用
者
の

　
　
閲
覧
に
供
す
る
た
め
に
、「
紀
州
東
照
宮

　
　
近
代
文
書
」
を
含
む
約
二
九
，
〇
〇
〇
コ

　
　
マ
の
マ
イ
ク
ロ
撮
影
を
実
施
す
る
と
と
も

　
　
に
、
複
製
物
を
作
成
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